
 

 

「教務主任養成講習会」開催に向け、一般社団法人日本看護学校協議会は、『看護教員のラダー』を 

作成致しました。 

 

資料１ 看護教員のラダー（2017．９ 日本看護学校協議会あり方検討会で決定） 

区分 レベル１ 

(新任期) 

レベル２ 

(一人前期) 

レベル３ 

(中堅期) 

レベル４ 

(熟達期・管理期) 

1～3年 

指導・助言を得て、

教員の仕事を行う

時期 

3～6年 

指導・助言がなくて

も自分の判断で教

員の仕事を行う時

期 

6～10年 

教員集団の中でリ

ーダーシップを発

揮し、他教員への指

導・助言を行う時期 

10年以上 

教員集団の力を集

め、学校の健全な管

理運営に関わる時期 

資質と総合

的な能力 

看護教員とし

て、看護職者を育

成するという社会

的責任と自覚をも

ち、看護教育に関

する基礎的知識・

技術を自らの教育

実践に活用するこ

とができる。 

看護教員として

の、社会的責任と自

覚の上にたち、自ら

の教育実践に基づ

く知見を活用し、主

体的な教育活動を

行うことができる。 

看護教員として

の、社会的責任と自

覚の上にたち、専門

性を高め、自らの教

育活動の質向上に

むけて努力をする

ことができるとと

もに、教員集団の中

でリーダーシップ

を発揮し、他教員を

指導することがで

きる。 

看護職者を育成す

る看護学校の社会的

責任を認識し、教員

集団をまとめ、看護

学校の健全な運営に

尽力し、看護教育の

質向上に取り組むこ

とができる。 

『教育実践 

能 力 』                

(授業設計・

実施、学生 

指導、教育 

評価） 

・他教員からの指

導や助言をうけ

て、自らの専門分

野の授業(講義・演

習・臨地実習)につ

いて、授業設計に

そって学習指導案

を作成し、授業を

実施することがで

きる。 

・他教員からの指

導や助言をうけ

て、評価を行い、自

己の課題を明確に

することができ

る。 

・自らの専門分野の

授業について、積極

的に教材研究や研

究授業に取り組む

ことができる。 

・リフレクション及

び他者からの評価

うけて、授業の質向

上にむけて取り組

むことができる。 

・学校全体の授業の

つながりを踏まえ、

自らの専門分野の

授業について、新た

な課題を見出し、教

材研究・研究授業に

継続的に取り組む

ことができる。 

・他教員への指導力

を発揮することが

できる。 

・臨地実習において

は、実習施設との調

整役割を担うこと

ができる。 

・学校の特徴や地域

のニーズを踏まえ、

自らの専門分野の授

業について、新たな

課題を見いだし、教

材研究・研究授業に

継続的に取り組むこ

とができる。 

・研究授業を企画運

営し、自校の教員の

授業力向上を図るこ

とができる。 

・必要な実習施設開

拓及び実習施設との

調整を行い、よりよ

い実習環境にむけて

取り組むことができ

る。 

  



 

 

 

『教育課程

運営・開発 

能力』 

・教育課程編成の

プロセスを理解す

る 

・教育課程におけ

る位置づけを明確

にして自己の教育

活動に取り組むこ

とができる。 

・教育課程編成に興

味・関心を寄せて、

自校の教育課程に

ついて、建設的な意

見を述べることが

できる。 

・教育課程運営に積

極的に関与する 

・自校の教育課程を

評価し、よりよい教

育課程編成及び運

営について考える

ことができる 

・教育課程運営の責

任を自覚する 

・自校の教育課程評

価及び社会の要請を

的確に把握して、教

育課程開発に主体的

に取り組むことがで

きる。 

『コミュニ

ケーション

能力』 

・他教員の助言を

得て、学生と教育

的視点をもってコ

ミュニケーション

をとることができ

る。 

・学生が抱える課

題に対応するカウ

ンセリング能力を

養うことができ

る。 

・教員と学生のコミ

ュニケーションの

みならず、学生同士

のコミュニケーシ

ョンを支援するこ

とができる。 

・学内に止まらず、

実習施設等の職員

と協働するための

コミュニケーショ

ンをとることがで

きる。 

・他教員に指導・助

言ができる。 

・学校を代表して、他

施設、他部門の人と

のコミュニケーショ

ンをとることができ

る、 

・自校の教員のコミ

ュニケーション能力

向上にむけての指導

的役割を果たすこと

ができる。 

『看護実践

能力』 

・基礎看護技術の

原理を再確認で

きる。 

・現場で培った看

護実践の経験知

を学生に伝える

ことができる。 

・専門領域の新しい

知見を得て自ら

の実践能力の維

持向上を図るこ

とができる。 

・それを教育活動に

活かすことがで

きる。 

・専門領域の新しい

知見を探究する

姿勢をもって自

らの看護実践能

力の維持向上を

図ることができ

る。 

・それを教育活動に

活かすことがで

きる。 

・他教員の看護実践

能力の維持・向上

にむけての指導・

助言ができる。 

・自らの看護実践を

磨くことに止まら

ず、自校の教員の

看護実践能力の向

上にむけた実務研

修の企画、助言、評

価ができる。 

  



 

 

 

『マネジメ

ント能力』 

・専門職業人とし

ての自覚をもつこ

とができる。 

・組織の一員とい

う自覚をもち、服

務規程を遵守し、

組織目標を理解し

て行動することが

できる。 

・専門職業人として

の望ましい行動を

とることができる。 

・組織の一員として

関係職員と協力し

て、組織目標達成に

むけてその役割を

果たすことができ

る。 

・専門職業人として

望ましい行動をと

ることができる。 

・組織の一員として

関係職員と協力し

て、組織目標達成に

むけて、リーダーシ

ップを発揮するこ

とができる。 

・自校の教育上の課

題を明確にして、改

善策を考えること

ができる。 

・危機管理体制につ

いて考えることが

できる。 

専門職業人として、

他者の範になる望ま

しい行動をとること

ができる。 

・組織目標達成にむ

けて、内外の関係者

と協力することがで

きる。 

・自校の教育上の課

題を明確にして、改

善対策を考え、実施、

評価することができ

る。 

・危機管理体制を整

えることができる。 

『研究能力』 ・専門分野の既習

の知識を再確認す

ることができる。 

・最新の情報を収

集し、教育活動に

活かすことができ

る。 

・専門分野の最新の

知見を批判的に読

むことができる。 

・仲間とともに研究

に取り組むことが

できる。 

・専門分野の最新の

知見を批判的に読

むことができる。 

・主体的に研究に取

り組むことができ

る。 

・他教員の研究指導

ができる。 

・自校の教員の研究

活動を指導・支援す

ることができる。 

・専門分野の教育に

関する研究活動に継

続して取り組むこと

ができる。  
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